
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

物
価
高
騰
を
上
回
る
賃
上

げ
の
実
現
を
め
ざ
し
、
奮
闘

し
て
き
ま
し
た
。
大
企
業
は

満
額
回
答
が
で
て
い
ま
す

が
、
物
価
高
騰
を
上
回
る
賃

上
げ
で
は
な
い
。
一
方
、
中

小
企
業
は
大
幅
な
賃
上
げ

に
至
ら
ず
、
我
々
労
働
者
の

実
質
賃
金
が
減
る
い
っ
ぽ

う
で
、
格
差
が
ま
す
ま
す
拡

大
し
て
い
る
。
岸
田
首
相
の

経
済
対
策
で
は
、
日
本
経
済

が
回
復
し
な
い
の
は
明
ら

か
で
あ
る
。」
と
述
べ
、「
引

博
・
カ
ジ
ノ
よ
り
府
民
の
い

の
ち
と
暮
ら
し
優
先
の
府

政
を
！
」
が
提
案
さ
れ
、
拍

手
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
集

会
後
は
、
中
崎
町
コ
ー
ス
と

天
満
橋
コ
ー
ス
に
分
か
れ

て
デ
モ
を
行
い
、
建
交
労
大

阪
は
、
中
崎
町
コ
ー
ス
に
参

加
し
ま
し
た
。 

 

き
続
き
、
大
幅
賃
上
げ
を
勝

ち
取
る
た
め
に
運
動
し
て

い
こ
う
。」
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。
そ
の
後
、
日
本
共
産

党
・
宮
本
岳
史
衆
議
院
議
員

か
ら
来
賓
あ
い
さ
つ
を
受

け
ま
し
た
。
そ
し
て
、
各
団

体
を
代
表
し
て
３
団
体
か

ら
決
意
表
明
が
あ
り
、
労
働

組
合
か
ら
は
自
交
総
連
・
庭

和
田
書
記
長
が
決
意
表
明
。

庭
和
田
書
記
長
は
「
日
本
版

の
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
が
今
年

の
４
月
か
ら
解
禁
に
な
り
、

大
阪
で
も
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

が
解
禁
さ
れ
よ
う
と
し
て

い
る
。
し
か
し
、
お
客
様
の

安
全
が
担
保
さ
れ
な
い
こ

と
。
日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

に
は
問
題
点
が
多
す
ぎ
る
。

私
た
ち
自
交
総
連
は
、
日
本

版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
解
禁

に
断
固
反
対
す
る
。」
と
決
意

表
明
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
今
年
の
メ
ー
デ
ー
メ
イ

ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
働
く
も
の

の
団
結
で
生
活
と
権
利
を
守

り
、
平
和
と
民
主
主
義
、
中

立
の
日
本
を
め
ざ
そ
う
！
」

サ
ブ
ス
ロ
ー
ガ
ン
、
大
阪
独

自
の
サ
ブ
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
万

 

第
９５
回
大
阪
メ
ー
デ
ー

は
、
５
月
１
日
（
水
）
午
前
９

時
１５
分
か
ら
扇
町
公
園
で
集

会
が
行
わ
れ
、
建
交
労
大
阪

は
、
関
西
支
部
１０
名
、
此
花

支
部
９
名
、
大
阪
合
同
支
部
６

名
、
関
西
合
同
支
部
５
名
、
大

阪
鉄
道
本
部
２
名
、
神
田
支
部

１
名
、
大
阪
府
本
部
書
記
局
１

名
と
専
従
者
１
名
が
参
加
し

ま
し
た
。 

ま
た
、
大
阪
の
各
地
域
で
も

メ
ー
デ
ー
が
行
わ
れ
、
建
交
労

大
阪
の
各
組
合
員
が
結
集
し

ま
し
た
。
開
会
宣
言
は
、
大
阪

労
連
・
嘉
満
事
務
局
長
、
主
催

者
あ
い
さ
つ
に
は
、
大
阪
労

連
・
菅
議
長
が
行
い
ま
し
た
。

菅
議
長
は
、「
今
年
の
春
闘
は
、
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建
交
労
大
阪
の
各
支
部
組

合
員
は
、
５
月
２３
日
（
木
）

大
阪
労
連
と
大
阪
争
議
団
共

闘
の
共
催
で
取
り
組
ま
れ
た

「
５
・
２３
大
阪
争
議
支
援
総

行
動
」
に
結
集
し
ま
し
た
。 

 

早
朝
は
、
午
前
８
時
１５
分

か
ら
淀
屋
橋
駅
前
で
宣
伝
を

行
い
、
建
交
労
大
阪
か
ら
は
、

大
阪
合
同
支
部
５
名
、
関
西

支
部
１
名
、
此
花
支
部
１
名

と
大
阪
府
本
部
・
前
村
執
行

委
員
長
、
荻
田
書
記
長
が
参

加
し
ま
し
た
。
全
体
の
参
加

者
は
６０
名
。
冒
頭
に
主
催
者

を
代
表
し
て
菅
議
長
が
訴

え
、
菅
議
長
は
「
今
ま
で
大

阪
で
は
様
々
な
争
議
が
あ

り
、
社
前
抗
議
宣
伝
や
要
請

行
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
が
、
今
年
は
争
議
件
数
も

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
組
合
敵
視
の
不
当
労

働
行
為
が
な
く
な
っ
た
訳
で

は
な
く
、
賃
金
差
別
な
ど
が
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ア
に
は
、
安
心
・
安
全
を
守

る
た
め
に
タ
ク
シ
ー
で
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
る
ル
ー
ル
が

な
い
。
そ
の
為
、
目
的
地
に

着
か
な
い
事
故
に
巻
き
込
ま

れ
て
も
、
ど
こ
の
会
社
か
ら

も
保
障
が
な
い
な
ど
の
危
険

性
が
あ
る
。
利
用
者
が
求
め

て
い
る
の
は
ル
ー
ル
な
き
白

タ
ク
『
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
』
で

は
な
く
、
タ
ク
シ
ー
を
充
実

さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。」

と
訴
え
ま
し
た
。
ビ
ラ
は
１

時
間
で
１
４
０
枚
配
布
し
ま

し
た
。 

 

て
い
ま
す
の
で
、
皆
様
か
ら

の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。」
と
訴
え
ま
し

た
。 

 

そ
の
後
は
、
要
請
班
２
班

（
大
阪
合
同
支
部
参
加
組

合
員
は
要
請
班
に
結
集
）
と

「
危
険
な
白
タ
ク
・
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
」
解
禁
を
大
阪
で
阻

止
す
る
抗
議
宣
伝
を
JR
大

阪
駅
と
JR
京
橋
駅
で
行
い

ま
し
た
。
建
交
労
大
阪
は
、

JR
京
橋
駅
に
結
集
し
、
３
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
JR
京
橋

駅
で
は
、
荻
田
書
記
長
が
弁

士
で
訴
え
、「
ラ
イ
ド
シ
ェ

撃
ち
し
た
差
別
争
議
で
し

た
。
建
交
労
大
阪
合
同
支
部

か
ら
訴
え
た
松
澤
書
記
長

は
、「
組
合
員
以
外
の
従
業
員

に
は
配
置
転
換
を
行
い
な
が

ら
、
建
交
労
の
組
合
員
に
対

し
手
は
、『
組
合
員
で
あ
る
』

こ
と
だ
け
を
理
由
に
配
置
転

換
を
会
社
が
拒
否
し
、
事
務

所
の
鍵
を
取
り
上
げ
る
な
ど

差
別
的
扱
い
を
行
い
な
が

ら
、
団
体
交
渉
で
も
組
合
員

を
恫
喝
す
る
な
ど
パ
ワ
ハ
ラ

行
為
を
行
っ
て
い
る
。
現
在
、

大
阪
府
労
働
委
員
会
に
不
当

労
働
行
為
救
済
申
立
を
行
っ

続
い
て
い
ま
す
。
大
阪
か
ら

す
べ
て
の
争
議
が
解
決
す
る

ま
で
奮
闘
し
ま
し
ょ
う
。」
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。
淀
屋
橋

駅
前
で
の
訴
え
は
、
明
治
乳

業
の
賃
金
・
昇
級
差
別
争
議
、

門
真
市
職
労
の
懲
戒
処
分
争

議
、
堺
市
学
童
指
導
員
労
組

の
団
交
拒
否
争
議
、
地
域
労

組
ス
マ
イ
ル
の
不
当
解
雇
争

議
、
建
交
労
大
阪
合
同
支

部
：
絆
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

分
会
の
組
合
員
だ
け
を
狙
い



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

第
２
部
は
、
全
労
連
共
済

の
学
習
を
テ
ー
マ
に
、
大
阪

府
本
部
・
前
村
執
行
委
員
長

を
講
師
に
、
約
４
５
分
間
学

習
し
ま
し
た
。
前
村
委
員
長

は
冒
頭
に
、「
共
済
対
話
マ
ニ

ュ
ア
ル
」
説
明
し
た
う
え
で
、

『
共
済
の
意
義
を
知
り
組
織

拡
大
と
共
済
拡
大
「
車
の
両

輪
」
で
増
や
そ
う
！
』
を
柱

に
説
明
。 

（
講
師
を
含
む
）
関
西
支
部

１８
名
、
関
西
合
同
支
部
７

名
、
大
阪
合
同
支
部
７
名
、

此
花
支
部
５
名
、
神
田
支
部

２
名
、
関
西
ダ
ン
プ
支
部
２

名
。 

 

第
１
部
の
学
習
会
は
、
藤

川
執
行
委
員
の
司
会
進
行
で

始
ま
り
、
一
般
組
合
員
向
け

の
学
習
会
を
行
ま
し
た
。
講

 

大
阪
府
本
部
は
、
５
月
２５

日
・
２６
日
（
土
・
日
）
に
京

都
府
綴
喜
郡
の
大
正
池
グ
リ

ー
ン
パ
ー
ク
に
お
い
て
学
習

交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
学

習
交
流
会
の
目
的
は
、「
大
阪

の
組
合
員
全
体
の
団
結
強
化

と
学
習
力
を
ア
ッ
プ
」
を
は
か

る
た
め
に
行
い
ま
し
た
。 

 

全
体
の
参
加
者
は
、
４２
名

師
に
は
、
関
西
勤
労
協
・
妹

尾
知
則
さ
ん
を
お
招
き
し

て
、「
労
働
組
合
と
は
何

か
？
」
を
テ
ー
マ
に
約
１
時

間
の
学
習
を
し
ま
し
た
。
妹

尾
さ
ん
の
学
習
内
容
は
２

つ
を
柱
に
学
習
を
す
す
め
、

①
労
働
組
合
の
誕
生
と
そ

の
発
展
、
資
本
家
階
級
に
対

抗
す
る
に
は
労
働
者
の
数

を
重
要
と
説
明
。
②
労
働
組

合
の
特
権
に
つ
い
て
、
団
体

交
渉
権
・
団
体
行
動
権
は
労

働
組
合
に
し
か
保
障
さ
れ
て

い
な
い
。 

し
か
も
、
団
体
行
動
権
を
行

使
し
た
こ
と
に
よ
る
資
本
家

側
の
損
害
は
、
刑
事
・
民
事

免
責
が
あ
る
と
説
明
。
最
後

に
労
働
者
の
個
人
的
な
不
満

や
不
満
が
要
求
に
な
り
対
話

で
仲
間
を
増
や
し
、
要
求
を

み
ん
な
の
も
の
に
す
る
こ
と

で
職
場
を
変
え
る
・
社
会
を

変
え
る
活
動
に
取
り
組
も
う

と
呼
び
か
め
ま
し
た
。 
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そ
の
後
、
各
支
部
と
の
交
流
が
は
じ
ま
り
、
兵
庫
合

同
支
部
・
大
阪
食
肉
組
合
員
の
口
利
き
で
仕
入
れ
た
黒

毛
和
牛
と
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
舌
鼓
を
う
ち
な
が
ら
、

職
場
の
悩
み
や
会
社
と
の
交
渉
経
過
に
つ
い
て
意
見
交

換
し
ま
し
た
。
ま
た
、
お
酒
が
す
す
む
に
つ
れ
て
運
動

へ
の
参
加
に
話
し
が
は
ず
み
、「
平
和
行
進
の
全
幹
線
コ

ー
ス
を
建
交
労
で
歩
こ
う
。」「
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会

へ
大
阪
か
ら
多
数
の
参
加
者
を
出
そ
う
。」
な
ど
話
し
が

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
大
阪
府
本
部
の
執
行
部
で
計
画

し
た
「
団
結
強
化
と
学
習
力
ア
ッ
プ
」
を
目
的
と
し
た

学
習
交
流
会
は
意
義
の
あ
る
交
流
会
で
し
た
。 

 

で
支
部
活
動
費
と
し
て
組
合

に
支
払
わ
れ
る
。
ま
た
、
中

央
本
部
に
も
１
％
還
元
さ
れ

る
と
詳
し
く
説
明
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
民

間
保
険
と
共
済
と
の
違
い
な

ど
、
火
災
共
済
、
が
ん
保
険
、

ペ
ッ
ト
保
険
、
組
織
共
済
、

個
人
共
済
な
ど
を
説
明
し
、

午
後
４
時
１５
分
に
学
習
会

を
終
了
し
ま
し
た 

万
が
一
の
時
に
、
家
族
と
組
合

員
の
生
活
を
守
る
た
め
の
共

済
。
共
済
を
仲
間
に
知
ら
せ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
組
合
員
と
の

つ
な
が
り
が
深
ま
り
共
済
活
動

の
可
視
化
・
組
織
の
活
性
化
・

組
合
の
団
結
強
化
に
も
つ
な
が

る
。
そ
し
て
、
財
政
活
動
に
貢

献
で
き
る
。
宣
伝
や
事
務
手
続

き
な
ど
の
活
動
に
関
わ
る
費
用

は
加
入
に
応
じ
て
一
定
の
割
合
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